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今
年
３
月
24
日
、
東
京
都
の
大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
、「
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
日
本

企
業
が
ア
フ
リ
カ
に
進
出
す
る
際
の
水
先
案

内
人
の
育
成
を
目
的
と
す
る
留
学
生
受
け
入

れ
事
業
「
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
た
め
の
産
業

人
材
育
成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
）『
修
士
課
程
お
よ
び
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
で
、

今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
に
は
約
１
０
０
社
の
日
本
企
業
が

参
加
し
、
昨
年
９
月
に
来
日
し
た
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
第
三
期
生
の
約
３
４
０
人
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

９
社
が
事
業
を
紹
介
し
、
真
剣
に
耳
を
傾
け

る
留
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
炭
化
装
置
を
使
い
、
有
機
廃

棄
物
を
農
業
利
用
可
能
な
炭
と
し
て
再
資
源

化
す
る
技
術
を
持
つ
明
和
工
業
株
式
会
社

（
石
川
県
金
沢
市
）
は
、
第
二
期
生
15
人
の
イ

ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
、
昨
年
８
月
に
ケ
ニ

ア
で
行
わ
れ
た
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
T
I
C
A
D 

Ⅵ
）
の
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ア
に

出
展
し
ま
し
た
。
海
外
事
業
部
の
徳
成
武
勇

「ABEイニシアティブ」の留学生と日本企業が交流 01

03ジャマイカの災害時の緊急通信体制を改善

02　スリランカでのごみ山崩落に緊急援助
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
年
4
月
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で

発
生
し
た
ご
み
処
分
場
の
堆
積
物
崩
落
に
対

し
て
、
国
際
緊
急
援
助
隊
専
門
家
チ
ー
ム
の

派
遣
と
、
緊
急
援
助
物
資
の
提
供
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
事
故
は
、
４
月
14
日
に
コ
ロ
ン

ボ
市
北
東
部
の
ミ
ー
ト
タ
ム
ッ
ラ
ご
み
処
分

場
で
発
生
。
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
に
よ
る
と
、

崩
落
に
よ
る
死
者
は
32
人
、
被
災
者
は
１
７

０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
4
月
19
日
か
ら
26
日
に
か
け

て
国
際
緊
急
援
助
隊
の
専
門
家
チ
ー
ム
を
現

地
に
派
遣
。
被
害
現
場
の
調
査
や
政
府
関
係

者
か
ら
の
情
報
収
集
な
ど
を
行
っ
た
上
で
、

同
国
の
シ
リ
セ
ー
ナ
大
統
領
、
ウ
ィ
ク
ラ
マ

シ
ン
ハ
首
相
に
活
動
結
果
を
報
告
し
、
今
後

の
事
故
防
止
に
向
け
た
提
言
を
行
う
と
と
も

に
、
日
本
の
過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
中
長

期
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
伝
達
し
ま
し

た
。
両
氏
は
、
日
本
の
迅
速
な
支
援
に
感
謝

の
意
を
示
す
と
と
も
に
、
廃
棄
物
問
題
の
解

決
に
対
し
て
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
国
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、

緊
急
援
助
物
資
を
提
供
。
引
き
渡
し
式
で
は
、

同
国
の
ヤ
ー
パ
災
害
管
理
大
臣
が
、
日
本
の

支
援
に
対
し
て
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
年
４
月
６
日
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

政
府
と
の
間
で
、「
緊
急
通
信
体
制
改
善
計
画
」

を
対
象
に
し
た
無
償
資
金
協
力
の
贈
与
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

同
国
で
は
、
大
規
模
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
熱
帯

性
暴
風
雨
に
よ
る
洪
水
な
ど
が
多
発
し
、
人
命

や
イ
ン
フ
ラ
へ
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
同
国
政

府
は
開
発
目
標
の
一
つ
に
災
害
リ
ス
ク
の
軽
減

と
気
候
変
動
へ
の
適
応
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
既
存
の
防
災
無
線
通
信
網
は
、
通
信
容

量
や
電
波
の
届
く
範
囲
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら

活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
緊
急
時
の
連
絡
は
メ
ー

ル
や
携
帯
電
話
な
ど
の
手
段
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
警
報
伝
達
の
遅
れ
に
加
え
、

被
害
状
況
の
把
握
や
対
応
の
遅
れ
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
全
土
に
防
災
デ

ジ
タ
ル
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
防
災
関
係
機
関
や
市
民
に
対
す
る
情
報
伝

達
の
迅
速
化
と
安
定
化
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、

同
国
の
災
害
対
応
能
力
を
強
化
し
、
災
害
発
生

時
に
お
け
る
人
的
被
害
と
経
済
的
被
害
の
軽
減

に
向
け
た
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
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緊急援助物資の引き渡し式

明和工業の徳成さん（左）はブースで留学生と積極
的に交流した

ハリソアさんは、日本の製造業の現場でカイゼンを学
びたいと話す

署名式に出席したオードリー・ショー財務公共事業
大臣（左から２人目）と飛田賢治JICAジャマイカ支
所長（左から３人目）

さ
ん
は
、「
廃
棄
物
管
理
や
農
業
で
切
迫
し

た
課
題
を
抱
え
て
い
る
ア
フ
リ
カ
だ
か
ら
こ

そ
、
新
技
術
に
よ
る
解
決
が
届
き
や
す
い
は

ず
」
と
、
日
本
の
中
小
企
業
に
よ
る
ア
フ
リ

カ
市
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
期
待
を

示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
名
古
屋
商
科
大
学
で
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
研
究
し
て
い
る
ジ
ュ
ヴ
ェ
ン
シ
ア
・
ハ

リ
ソ
ア
さ
ん
は
、
祖
国
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
所

属
会
社
で
、
社
員
に
日
本
の
品
質
・
生
産
性

向
上
ア
プ
ロ
ー
チ〝
カ
イ
ゼ
ン
〞を
教
え
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ソ
ア
さ
ん
は
、「
今
ま
で
は
自

分
な
り
の
カ
イ
ゼ
ン
の
や
り
方
し
か
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
日
本
企
業
の
現
場
で
の
活
用

例
や
、
社
員
に
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
る
の

か
を
学
び
た
い
の
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
開
催
し
た
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
が
き

っ
か
け
で
留
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入

れ
、
そ
れ
を
機
に
ア
フ
リ
カ
に
支
社
を
作
ろ

う
と
本
格
的
に
動
き
出
し
た
企
業
も
あ
り
、

少
し
ず
つ
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
「
架
け
橋
」

が
形
に
な
り
始
め
て
い
ま
す
。
J
I
C
A
は

今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

ア
フ
リ
カ
と
日
本
企
業
を
つ
な
ぐ
機
会
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

た
け 

お


